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講演内容 

がん治療には手術、放射線治療、薬物療法が用いられていますが、近年では

免疫療法も実用化され、治療成績が向上しています。しかし、がんの発生メカ

ニズムの完全な解明には至っておらず、新たな治療法の開発が求められていま

す。本研究では、ヒト iPS 細胞を神経堤細胞に分化させ、さらにそこからがん化

させる発がんモデルを開発しました。神経堤細胞由来のがんには骨肉腫、神経

芽腫、メラノーマなどが含まれ、このモデルの確立により、これらの腫瘍における

新規治療ターゲットの探索が可能となると期待されます。 
また、本講演では、ヒト iPS 細胞が神経堤細胞へ分化する過程における DNA
メチル化制御についても取り上げ、神経堤細胞への分化途中におけるエピジェ

ネティックな発がんやその誘因となる可能性についてもご紹介します。 
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